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◆今日のみことば 

 

 

 

 

 
 
◆メッセージ 

あなたが通
かよ

っている教 会
きょうかい

が所属
しょぞく

する、日本
にほん

同盟
どうめい

基督
きりすと

教 団
きょうだん

が、日本
にほん

宣 教
せんきょう

を始
はじ

めた最初
さいしょ

のお話
はなし

をしましょう。 

教 団
きょうだん

創設者
そうせつしゃ

のフレデリック・フランソンは、まだ福音
ふくいん

が充 分
じゅうぶん

伝
つた

わっていない日本
にほん

へ宣教師
せんきょうし

を送
おく

ろうと、１５人
にん

の青年
せいねん

をアメリカから送
おく

り出
だ

しました。１８９１年
ねん

（明治
めいじ

２４年
ねん

）のことで

す。ところが、この宣教師
せんきょうし

たちに大
おお

きな試練
しれん

がありました。 

宣教師
せんきょうし

たちが来日
らいにち

(日本
にほん

に来
く

ること)してから、僅
わず

か３か月後
げつご

、一人
にん

の宣教師
せんきょうし

が天然痘
てんねんとう

にかかって亡
な

くなってしまいました。この人
ひと

はメ

リー・エングストンという独身
どくしん

女性
じょせい

、なんとまだ１９歳
さい

の若
わか

さでした。

本当
ほんとう

に無念
むねん

(残念
ざんねん

でならないこと)だったでしょう。「あの異教
いきょう

(イエス

さまのことを知
し

らない)の国
くに

、日本
にほん

に福音
ふくいん

を届
とど

けよう、あの人
にん

たちも

救
すく

われなければならないから。」エングストンは日本
にほん

宣 教
せんきょう

に燃
も

えて

はるばる海
うみ

を越
こ

えて来
き

たのに、まだ日本
にほん

語
ご

を学
まな

んでいる最 中
さいちゅう

に病
やまい

に倒
たお

れ、天
てん

国
ごく

に帰
かえ

ったのです。 

神
かみ

さまのご計画
けいかく

とはいったい何
なん

なのでしょうか。彼女
かのじょ

は日本
にほん

に来
こ

なければ、天然痘
てんねんとう

にかかる事
こと

もなかったでしょう。１９歳
さい

で死
し

ぬ事
こと

もなかったでしょう。将
しょう

来
らい

結婚
けっこん

して幸
しあわ

せな家庭
かてい

を作
つく

る事
こと

もできたでしょう。伝
でん

道
どう

の最 中
さいちゅう

に倒
たお

れたのなら彼女
かのじょ

も少
すこ

しは満足
まんぞく

だったことでしょう。しかし

まだ日本
にほん

で福音
ふくいん

を語
かた

り出
だ

す前
まえ

に病
やまい

で亡
な

くなったのです。悔
くや

しかったでしょう。アメリカには祈
いの

りをもって彼女
かのじょ

を送
おく

り出
だ

した親
おや

、兄 弟
きょうだい

がいます。遠
とお

い国
くに

の宣 教
せんきょう

のために彼女
かのじょ

を手放
てばな

した家庭
かてい

の悲
かな

しみは計
はか

り知
し

れません。 

しかし、彼女
かのじょ

の死
し

は無駄
む だ

ではありませんでした。残
のこ

された１４名
めい

の宣教師
せんきょうし

は彼女
かのじょ

の死
し

によって大
おお

いに奮
ふる

い立
た

たされたのです。葬儀
そうぎ

の

二日後
ふ つ か ご

にエングストンの記念会
きねんかい

が行われましたが、この記念会
きねんかい

は残
のこ

された宣教師
せんきょうし

の派遣式
はけんしき

となったのです。この日
ひ

を境
さかい

に１４名
めい

は日本
にほん

全
ぜん

国
こく

に散
ち

り宣 教
せんきょう

がスタートしたのです。 

エングストンの死
し

はまさに一粒
ひとつぶ

の麦
むぎ

の死
し

でした。この一粒
ひとつぶ

の麦
むぎ

を

通
とお

して、教 団
きょうだん

が生
う

み出
だ

され、私
わたし

たちが通
かよ

う教 会
きょうかい

も支
ささ

えられるようになったのです。目
め

の前
まえ

の

苦
くる

しいできごとだけで、がっかりしたり、あきらめたり、神
かみ

さまを疑
うたが

わないようにしましょう。

神
かみ

さまは、すべてを働
はたら

かせてよきことをしてくださいます。 
 

◆お祈
いの

り 

「神
かみ

さま、私
わたし

たちは涙
なみだ

が流
なが

れるような悲
かな

しい経験
けいけん

をします。けれども神さまは、それを用
もち

いて

新
あたら

しいことをする力
ちから

をお持
も

ちです。そのことを信
しん

じ、涙
なみだ

を拭
ふ

いて、もう一度
いちど

立
た

ち上
あ

がってい

けますように。」                 （中野教会牧師 河村 冴） 

神
かみ

を愛
あい

する人
ひと

々
び と

、すなわち、神
かみ

のご計
けい

画
か く

に従
したが

って召
め

された人
ひと

々
び と

のためには、神
かみ

が 

すべてのことを働
はたら

かせて益
えき

としてくださることを、私
わたし

たちは知
し

っています。  

                      ローマ人
び と

への手
て

紙
がみ
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